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特集　令和2年度 組織機構・体制

新規採用職員紹介

こだわりが詰まった野菜作り
　JAうま豊岡地区野菜部会　部会長　河村芳樹さん
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令和2年4月

三宅　昊希くん　（5歳7ヵ月）

　　　令真くん　（10ヵ月）

こうき

はるま

みやけ

機構について

①
営
農
販
売
課
か
ら
産
直
市
を
独
立
さ
せ
産
直
店
舗
課
を
新
設
。業

務
体
制
を
強
化
し
、
出
荷
者
と
の
情
報
共
有
を
通
じ
た
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ
る
品
揃
え
の
充
実
に
よ
り
地
産
地
消
お
よ
び

販
売
高
の
拡
大
を
図
る
。

②
営
農
指
導
課
と
営
農
販
売
企
画
課
を
統
合
し
営
農
指
導
販
売
課
を

新
設
。指
導
、
販
売
部
門
が
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
構
築
に
よ

り「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
農
業
者
所
得
の
増
大
」を
図
る
。

令
和
２
年
度

組
織
機
構
・
体
制

令
和
２
年
度

主
な
運
営
体
制（
職
員
）
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組織の構成（令和2年4月1日現在）
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　令和2年度は、JAうまに9人の新規採用職員が仲間
入りしました。
　組合員の皆さまをはじめ利用者の皆さまのお役に立
てるよう役職員一丸となって教育・サポートを行ってま
いりますので、宜しくお願い致します。

令和2年度

新規採用職員ご紹介

①配属先　②今後の抱負

①中曽根支店　営業課ＭＡ
（本店営業部地区担当）

② 「力戦奮闘」

①本店営業部
　融資課・ローンセンター

② 「勇往邁進」

①川之江中央支店
　金融業務課

② 「常に笑顔」

①総合企画部
　ふれあい課・資産保
全サポートセンター

② 「積極的に
　　　取り組む」

①共済部　事故相談課

② 「謙虚に」

①川之江中央支店
　共済業務課

② 「丁寧」

①豊岡支店
　金融共済業務係

② 「笑顔を
　　　絶やさず」

①土居中央支店
　金融業務課

② 「何事にも
　　 一生懸命に」

①豊岡経済センター

② 「精進」
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暖
か
く
新
緑
が
芽
吹
く
季
節
と
な
り
、
管

内
で
は
Ｊ
Ａ
う
ま
野
菜
部
会
の
生
産
者
が
栽

培
し
た
春
野
菜
が
収
穫
時
期
を
迎
え
、
産
直

市
や
ス
ー
パ
ー
の
売
り
場
に
は
み
ず
み
ず
し

い
春
の
味
覚
が
並
び
始
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
野
菜
部
会
の
部
会
長
を
務
め
る

河
村
芳
樹
さ
ん
は
、
７
反
程
の
圃
場
で
稲
・

里
芋
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ミ
カ
ン
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
河
村
さ
ん
は

定
年
退
職
後
、
専
業
農
家
と
し
て
１２
年
前
に

就
農
し
ま
し
た
。
農
業
普
及
指
導
員
を
し
な

が
ら
自
ら
も
農
業
に
従
事
し
て
い
た
父
親
を

手
伝
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
河
村
さ
ん
は

自
然
と
農
業
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

ベ
ツ
は
私
た
ち
の
一
世
代
前
の
人
た
ち
が
、

裏
作
で
収
入
増
に
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
で

生
産
を
広
め
ま
し
た
。
当
地
に
合
う
品
種
の

剪
定
、
苗
の
育
て
方
、
病
害
虫
対
策
な
ど
で

苦
労
し
ま
し
た
が
徐
々
に
改
良
し
、
最
近
は

良
い
品
質
の
も
の
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
消
費
者
の
喜
び
は
、
自
分
の
喜
び
で

も
あ
る
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
〝
安
心

安
全
〞
で
消
費
者
に
〝
美
味
し
い
〞
野
菜
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
肥
料
や
防
除
を
出
来
る
だ

け
抑
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
野
菜

作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、

「
キ
ャ
ベ
ツ
は
サ
ラ
ダ
な
ど
で
手
軽
に
食
べ

ら
れ
、
『
食
べ
る
薬
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄

養
が
あ
る
の
で
是
非
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
食

材
と
し
て
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
野
菜
部
会
で
は
、
定
期
的
に
四
国
中
央
農

業
指
導
班
や
肥
料
・
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
担
当

者
を
講
師
に
招
い
て
栽
培
講
習
会
を
開
い
た

り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
品
種
の
絞
り

込
み
や
生
産
技
術
の
改
善
に
つ
い
て
生
産
者

同
士
で
話
し
合
う
な
ど
し
て
生
産
性
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
温
暖
化
が
進
み
収
穫
時
期

が
読
め
ず
苦
慮
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す

が
、
前
向
き
な
気
持
ち
と
農
業
に
対
す
る
熱

い
思
い
で
野
菜
部
会
一
体
と
な
り
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
河
村
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

方
々
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
美
味
し
い
野
菜
作

り
に
努
め
、
農
業
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
野
菜
作
り

Ｊ
Ａ
う
ま
豊
岡
地
区
野
菜
部
会
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信楽陶苑 たぬき村の前で集合写真を撮りました

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

温州ミカン剪定講習会
甘くて美味しいミカンを

　JAうまと四国中央農業指導班は2月10日、金生
地区ほか3か所の園地で温州ミカンの剪定技術向
上を目的とした講習会を開き、管内の柑橘農家が
参加しました。講師からは、収穫後の樹勢回復を
促す選定方法などを生産者らに伝え、「枯れた枝
や競合枝を剪定することで日当たりが良くなり甘
くて美味しいミカンに育つ。丁寧な剪定を行い着
花確保に向けた管理をしましょう」と呼び掛けま
した。
　講習会に初めて参
加した生産者は、「15
年以上柑橘を作って
いるが、講習会には
初めて参加をした。知
らないこともたくさん
ありとても勉強になっ
た。これから役立てて
いきたい」と力強く話
しました。

　2月17日からの3日間、JAうま営農指導員と四国中
央農業指導班は、管内の主要作物、里芋と山の芋
の栽培講習会を開き、5会場合わせて約150名の生
産者らが出席しました。
　里芋の栽培管理方法について、疫病や乾腐病へ
の対策を近年の重要な課題として挙げ、種芋の準備
から植付け作業までの流れを改めて生産者らと確認
しました。山の芋の管理方法では、「種芋には無病
で形状の乱れが無い優良系統なものを選ぶことが
安定した栽培の重要ポイント」と、生産者らに注意を
促しました。
　講習後の質疑応答では、種芋の植え方や正しい
消毒方法に関して参加者から質問があり、担当者は
絵を使いながら一つひとつの質問に丁寧に答えまし
た。
　管内では、3月上旬から令和2年度産の里芋、山の
芋の植え付けが
始まっています。

高品質に向けた栽培管理を
里芋・山の芋栽培講習会

活力ある農村社会づくりへ
四国中央ふるさとづくり大会

　2月8日、土居文化会館ユーホールで「第45回
四国中央農山漁村ふるさとづくり大会・第15回四
国中央市地産地消・食育推進フォーラム」が開か
れ、ふるさとの食生活を担う農業者組織や農業関
係者、消費者ら約150名が参加しました。
　セミナーでは、農家のほか管内の高校生や小
学生の事例発表が行われ、また昼食には地場産
品を使った料理が来場者に振舞われました。
　午後の部では、全国食品ロス削減研究会の難
波江氏により、「もったいないの国の食品ロス」
をテーマに、我が国の食料自給率等食の問題に
関する講演が行われました。参加者からは「日本
の食料自給率の低さ、そして食品ロスの多さに驚
いた。食品ロスについて再度考え直すきっかけと
なった」という声が聞かれました。

　2月4日・5日の2日間、年金友の会川之江・新宮支
部は三重県へお伊勢参り＆伊勢志摩めぐりに出掛
けました。会員と職員合わせて35名が参加し、両日
とも良い天気に恵まれ三重県の豊かな自然と情緒
あふれる伊勢の町並みを満喫しました。
　1日目は、日本六古窯の一つ信楽焼を見学し、夫
婦岩として知られる二見ヶ浦・二見輿玉神社を参
拝しました。
　2日目は、伊勢神宮を参拝し、東海道五十三次47
番目の宿場町の「関宿」を散策しました。
　旅行の添乗をした川之江中央支店瀬戸丸支店長
は「新型コロナウイルスの心配もありましたが、消
毒液や体温計を常備・対策し会員の皆さんと楽し
く素敵な観光が出来てよかった」と旅行の感想を
話してくれました。

JAうま年金友の会（川之江・新宮支部）
三重県鳥羽　2日間を満喫

剪定講習会の様子

ふるさとの料理を楽しむ来場者ら

メモを取りながら講習を聞く生産者もいました

7



輝く女性部
　2月14日、JAうま女性部は「JA介護予防運動定
期健康教室」を総合経済センターで行いました。
　この教室は昨年6月からの9か月間延べ7回に渡
り開催され、最後となる今回の健康教室では、“誰
もがムリなく楽しく”をコンセプトに、軽快な音楽に
あわせて簡単に体操を実践することができる「てん
とうムシ＆みつばち体操」を行いました。参加者ら
は、ボールを使った筋力トレーニングなど楽しく健
康な体作りに汗を流しました。

楽しくエクササイズ

輝輝く 部部
　JAうま金生地区女性部は、2月29日から3月10
日までの間、金生支店で雛飾り展示会を開きまし
た。会場には、地域から集まった年代や表情の異な
る様々な雛人形や手作りの吊るし飾り約20点が展
示され、来場者の目を楽しませました。
　金生地区女性部の前田部長は、「77年前に購入
してから、何十年も自宅で保管していたという方も
いる。このような展示会をすることで、地域活性化
に少しでも繋げることができたら」と笑顔で話しま
した。

金生地区女性部　雛飾り展示会

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

優勝した「ゆうクラブ」の皆さん 様々な農機具・ガス器具が展示されました

春の農機具・ガス器具展示会
お買い得な農機を展示販売

　2月28日・29日の2日間、JAうま三島中央経済セ
ンターとジャジャうま市広場でJAうまが取り扱う
商品と農機具の展示会を行いました。
　会場には、トラクターや田植え機等が展示され
来場者は、気になる農機具を見つけると機能や特
長について担当者から説明を受けていました。
　様々な大きさやメーカーの農機具の他、ジャ
ジャうま市広場ではガス器具・石碑・仏壇・印鑑
などが展示販売され、買い物客らは興味深そうに
足を止め職員から話を聞いていました。

　2月16日、伊予三島運動公園体育館で第14回JAうま
杯レクリエーションバレーボール大会を開催しました。四
国中央市内のレクバレーチーム21チームとJAうまから1
チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
　試合はリーグ戦をした後、各リーグの順位ごとにグ
ループ分けしトーナメント戦を行いました。1位グループ
で行われた決勝戦では、レベルの高いラリーが続き、
先に試合が終わったチームからは歓声が沸き起こりま
した。1位グループの優勝は、「ゆうクラブ」が接戦を制
して勝ち取り、参加した22チームの頂点に立ちました。
　JAうま篠原組合長は、「これからも地域が元気になる
取り組みを積極的に後押ししていきたい」と挨拶しまし
た。

市内の女性チームが熱戦
JAうま杯レクバレー大会

♥

　「てんとうムシ＆みつばち体操」は楽しく動い
て、転倒しないカラダづくり！
　筋力運動によって、尿失禁の予防を目的として
います。
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シ
ェ
フ
永
井
の

　
　
お
す
す
め

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人
（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の

　
　
お
す
す
め

エビと春野菜のフリッターサワラとハクサイのサッと煮

●作り方

（1）フリッター粉とソースの材料をそれぞれよく混ぜ合
わせておく。

（2）エビ、半分に切ったフキのとう、タラの芽をフリッ
ター粉にくぐらせ、180度に熱したサラダ油で2～3
分揚げる。

（3）皿に土台としてオニオンスライスを置き、（２）を盛
り付け、ミニトマトをあしらい、容器に入れたソース
を添えて出来上がり。

●材料（2人分）

エビ  2尾
フキのとう  1本
タラの芽  2本
オニオンスライス  適宜
ミニトマト  2個
サラダ油  適宜

ソース
　マヨネーズ  大さじ２
　レモン汁  小さじ1
　粉さんしょう  小さじ1/2
フリッター粉
　小麦粉  3/4カップ
　炭酸水  3/4カップ

●作り方

（1）鍋に合わせだしを入れて沸かし、ハクサイ、切っ
たスルメイカ、ショウガを入れ、中火で5分ほど
煮る。

（2）塩をして1時間ほど置いたサワラ、ヒラタケ、ス
ナップエンドウを鍋に加え、5分ほど煮る。

（3）鍋の火を消し30分程度味を含ませ、ハクサイは
半分程度に切り、他の食材と器に盛る。再び鍋を
火にかけ、残っているだしを熱くする。だしを掛
けて出来上がり。

●材料（2人分）

サワラ  2切れ（30g）
ハクサイ（芯の部分）  1/8個
スルメイカ  適宜
ヒラタケ  1/4パック
スナップエンドウ  2個
ショウガ薄切り  2枚

合わせだし
　かつおだし  3カップ
　みりん  大さじ2
　酒  大さじ2
　薄口しょうゆ  大さじ1
　塩  小さじ1/2

アドバイス
炭酸水の代わりにビールを使ってもOK。
冷めてもカリカリとなる。

　2月3日、利用者とスタッフら皆で巻きずしづくりや豆まき
などの節分行事を行いました。
利用者らは、新聞紙で作った豆
をスタッフ扮する鬼におもいっき
り投げ命中させました。昼食に
は、自分たちで巻いた巻きずし
を食べ、大変楽しい一日となり
ました。

●節分
あったか荘三島

　あったか荘川之江の施
設内にある、自慢の足湯風
呂に入りました。寒い日が続
きますが、心も体もぽっかぽ
かになりました♪

●足湯風呂

　2月27日、水引きを使ってストラップ作り
を行いました。
世界に一つだ
けの特別なスト
ラップが出来上
がりました。

●水引き体験

あったか荘川之江

　2月28日、スタッフで構成される「あったか劇団」が桃太
郎の劇を披露しました。
　桃太郎の歌を大合唱しながら家来に吉備団子をあげ
たり、鬼を退治したりとスタッフと利用者、皆で一緒に楽し
みました。
　利用者からは「何日
練習したん？ええでき
じゃ！」「たいしたもん
じゃ」と、お褒めの言葉
をいただきました。

●桃太郎劇を披露

主人公でもある桃太郎役は利用者です！

　2月14日、大きな苺
を使って利用者とス
タッフみんなで苺大
福を作りました。皆さ
ん上手に苺大福を作
り、手作りの苺大福
は頬っぺたが落ちる
くらいの美味さでし
た。

●苺大福作り

きずしづくりや豆まき

島

あ たか荘川之江
●足湯風呂

あ

あったか荘ダイヤリー
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年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
二
十
才
か
ら
六
十
才
迄
の
間
は
国
民
年
金

又
は
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
日
本
年
金
機
構
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
の
案
内
が
送
付
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
し
厚
生
年
金
を

喪
失
さ
れ
た
方
で
、
国
民
年
金
保
険
第
一
号

被
保
険
者
に
な
ら
れ
る
方
は
、
自
分
で
保
険

料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
害

の
あ
る
方
や
所
得
の
低
い
方
に
つ
い
て
は
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
又
は
年
金
事

務
所
の
方
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
現
在
、
前

納
制
度
と
し
て
六
か
月
前
納
、
一
年
前
納
・

二
年
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
前
納

制
度
に
つ
い
て
は
納
付
期
日
が
決
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
末
納
の
状
態
に
し
て

お
く
と
、
遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

の
要
件
の
中
に
、
直
近
の
納
付
条
件
が
あ
り

要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
年
金
を
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
支
払
い
方
法
と
し

て
は
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

で
き
ま
す
。
末
納
期
間
が
あ
る
こ
と
は
一
生

の
生
活
設
計
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く
」

色
鮮
や
か
な
サ
ラ
ダ
を
楽
し
む
　
リ
ー
フ
レ
タ
ス

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　
レ
タ
ス
の
仲
間
の
結
球
し
な
い
タ
イ

プ
で
、
和
名
を
チ
リ
メ
ン
チ
シ
ャ
と
い

い
、
赤
葉
品
種
は
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
名
で

も
お
な
じ
み
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
品
種

が
あ
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
サ
ラ
ダ
が
楽
し
め

ま
す
。

﹇
品
種
﹈
葉
が
赤
い
「
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ

ヤ
ー
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）
、
「
レ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
ブ
」
（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
、
と

う
立
ち
の
遅
い
「
晩
抽
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ

ヤ
ー
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）
、
緑
の
「
グ

リ
ー
ン
ウ
エ
ー
ブ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な

ど
が
お
薦
め
で
す
。
焼
き
肉
を
包
ん
で

食
べ
る
「
チ
マ
サ
ン
チ
ュ
（
青
葉
種
）
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）
も
家
庭
菜
園
向
き
で

す
。

﹇
栽
培
期
間
﹈
発
芽
と
成
長
の
適
温
は

１５
〜
２０
度
な
の
で
、
夏
と
冬
の
栽
培
は

困
難
で
す
。
ま
た
、
５
〜
６
月
の
長
日
期

（
１
日
の
う
ち
昼
の
時
間
が
長
い
季
節
）

は
花
芽
が
で
き
、
と
う
立
ち
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
種
ま
き
適
期
は

３
〜
４
月
と
９
月
で
す
。

﹇
苗
作
り
﹈
小
型
ポ
リ
ポ
ッ
ト
や
連
結

ポ
ッ
ト
に
１
カ
所
４
〜
５
粒
を
ま
き
、
そ

の
後
間
引
き
し
て
本
葉
４
〜
５
枚
の
苗

を
作
り
ま
す
。
こ
の
種
は
好
光
性
な
の

で
、
暗
黒
下
で
は
発
芽
し
に
く
い
性
質

が
あ
り
、
種
に
は
土
を
薄
く
掛
け
ま
す

（
図
１
）
。
ま
い
た
ら
新
聞
紙
で
覆
い
、

そ
の
上
か
ら
灌
水
（
か
ん
す
い
）
す
る

と
、
土
の
乾
き
も
少
な
く
、
強
い
日
差
し

か
ら
も
守
ら
れ
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
幅
８０
〜
９０
ｃ
ｍ
の
栽
培
床

に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０

ｇ
を
ま
き
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま

す
。
植
え
付
け
の
１
週
間
前
に
、
元
肥

と
し
て
化
成
肥
料
（
Ｎ

：

Ｐ

：

Ｋ

＝

１０

：
１０

：

１０
%
）
１
０
０
ｇ
程
度
と
堆
肥
２
〜

３
ｋ
ｇ
を
施
し
ま
す
（
図
２
）
。
平
畝
を

作
り
、
黒
の
ポ
リ
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す

（
図
３
）
。
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
葉
の
間
に

土
が
入
り
や
す
い
の
で
、
ポ
リ
マ
ル
チ
を

し
て
、
葉
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

﹇
植
え
付
け
﹈
条
間
、
株
間
と
も
２５
〜
３０

ｃ
ｍ
を
取
れ
ば
、
３
０
０
ｇ
ほ
ど
の
大
株

に
な
り
ま
す
。
株
間
を
１５
ｃ
ｍ
程
度
に
し

て
小
株
か
ら
収
穫
を
始
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
図
４
）
。

﹇
管
理
﹈
生
育
期
間
が
短
い
の
で
追
肥
は

不
要
で
す
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が

発
生
し
ま
す
が
、
比
較
的
病
害
虫
の
少

な
い
野
菜
で
す
。

﹇
収
穫
﹈
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
若
取
り
が
お

い
し
い
の
で
、
利
用
に
応
じ
て
順
次
収
穫

し
ま
す
。
下
葉
を
か
き
取
り
な
が
ら
、
長

く
収
穫
を
楽
し
ん
で
も
良
い
で
し
ょ
う

（
図
５
）
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。
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旬を食べよう ～春の山菜編～

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

「
認
知
症
対
策
と
し
て
成
年
後
見
制
度
が
あ
る
っ
て
聞
い

た
け
ど
・
・
？
」

認
知
症
発
症
後
の
対
応
と
認
知
症
発
症
前
の
対
策
と
し

て
、
以
下
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
1
　
成
年
後
見
制
度
（
認
知
症
発
症
後
の
対
応
方
法
）

　
2
　
任
意
後
見
制
度
（
認
知
症
発
症
前
の
対
策
）

　
3
　
民
事
信
託
（
認
知
症
発
症
前
の
対
策
）

と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
月
号
は
、

３
．
民
事
信
託
（
認
知
症
発
症
前
の
対
策
）
に
つ
い
て
で

す
。

　
財
産
を
持
っ
て
い
る
人
が
元
気
な
と
き
に
、
信
頼
で
き

る
相
手
に
自
分
の
財
産
の
管
理
や
処
分
を
す
る
権
限
を
託

す
。

　
ご
本
人
が
お
元
気
な
時
に
信
託
契
約
を
締
結
し
て
お
く

こ
と
で
、
任
せ
た
人
（
委
託
者
）
が
病
気
や
事
故
、
認
知

症
等
で
判
断
能
力
を
喪
失
し
て
も
、
託
さ
れ
た
人
（
受
託

者
）
が
影
響
を
受
け
ず
に
、
財
産
管
理
や
相
続
税
対
策
を

継
続
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
言
と
同
じ
よ
う
に
資
産
の
承
継
先
も
決
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
民
事
信
託
を
設
計
で
き
る
専
門
家
も
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 遺

言
で
は
実
現
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑦

　春は山菜が美味しい季節です。ご飯と一緒に炊きこんだり、天ぷらにしたりと様々な料理方法で春の味
覚を楽しむことが出来ます。
　今回はそんな春の味覚を美味しく頂くための下処理方法をご紹介します。アク抜きなどの処理を正しく
行うだけでも美味しさに差が出ますので、しっかり下処理を行って山菜を味わいましょう。

筍 ＜筍の下処理＞
モウソウダケやマダケを茹でる時は
米ぬかを入れましょう。その後、火
を止めそのまま冷まします。
ハチクはアクが強くないので水で茹
でてそのまま冷まします。

茹で上がり、すぐに冷水でさますと
筍が縮んだり割れたりしてアクが残
ります。

※ココがポイント

※ココがポイント
※ココがポイント

わらび
＆

ぜんまい
＜わらび＆ぜんまいの下処理＞

アクが強い為、生で食べると中毒に
ることも。しっかりアク抜きを行って
から食べるようにしてください。
沸騰したお湯に重曹をいれてわらび
（ぜんまい）を入れたら再度過熱し
沸騰寸前で火を止め自然に冷ましま
す。

重曹を使うことで手間なくアクが抜
けます。

タラの芽
＜タラの芽の下処理＞

固いハカマと皮の部分を外します。
水に20％の塩（水1ℓに塩20g）を入
れて沸騰したら2～3分茹で、すぐに
冷水にしばらくさらします。小さい
ものはアクは強くないのでお湯にく
ぐらす程度でもかまいません。

天ぷらにする時は、アクが旨味にな
るのでアク抜きはしなくても大丈夫
です。
新鮮なうちに食べましょう。

※ココがポイント

フキ ＜フキの下処理＞
あら塩を一掴みふりかけて板ずりを
して塩をなじませます。
大量のお湯で茹で、きれいな緑色に
なったらお湯から出して冷水にさら
します。
冷めたら皮をむいて一晩水にさらす
とよくアクが抜けます。

お湯に入れてからの温度が低いとフ
キが黒く変色しやすくなります。
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　令和2年4月より市内学校給食における米飯の献立が、現行の週3日から週4日に
変更になります。その為、現在供給している数量から24トン以上増産しなければな
らなくなり面積で6ha程度拡大しなければ供給できない状況になりました。
　従来「コシヒカリ」のみを学校給食米として市内の小・中学校へ供給していました
が、4月から「にこまる」も合わせて供給する事になりました。しかし、現状の数量で
は供給量が不足する為、新たに栽培者を募集します。学校給食米栽培には各種制
限もありますので、下記注意事項を遵守できる方のご協力をお願いいたします。

①栽培指針に基づき、指針以外の肥料・農薬は使用しない
（使用量・使用回数も必ず守ること）

②学校給食米用ＪＡ水稲苗を使用すること（予約申込み必要）
③乾燥・調整についてはアグリセンターで行うこと（予約申込み必要）
④愛媛県特別農産物誓約書兼出荷契約書を提出すること
⑤栽培履歴（生産日誌）を記入・提出すること

※学校給食米栽培における注意事項

詳しくは、営農経済部　営農指導販売課　担当：坂上までお問合せください。
☎：0896-24-2311

令和2年年4月より市内
変更になります。その為ります。その為

ら週4日にの週3日から
ければな上増産しな

学校給食米（にこまる）
栽培者募集

令和3年度　職員採用情報
●採用予定人数

●応募資格

●申込締切日

●採用試験日

●提出書類

●初任給

5名程度（総合職）

大学、短期大学、専門学校を平成30年3月31日から
令和3年3月31日までに卒業もしくは卒業見込みの者

令和2年6月5日（金）必着

令和2年6月12日（金）予定

写真付履歴書　　　　　　１枚
健康診断書　　　　　　　１枚
卒業（見込）証明書　　　１枚
成績証明書　　　　　　　１枚

大卒　　　　　　　176,680円 ～
短大・専門卒　　　163,620円 ～
高卒　　　　　　　157,000円 ～

●勤務時間

●休日・休暇

●昇給

●賞与

●通勤交通費

●社会保険

●福利厚生

8：30　～　17：30

土曜、日曜、祝祭日、年末年始休暇、誕生月休暇、
年次有給休暇

年1回

令和元年度　年3回（夏季・冬季・年度末予定）

距離に応じて支給、最高20,000円まで

健康保険、厚生年金、雇用保険、
労災保険、退職金制度あり

職員旅行、レクバレー大会、
スイミングスポーツクラブ等

●採用に関する
　お問合せ先 〒799－0422　愛媛県四国中央市中之庄町1684番地4

　うま農業協同組合　総務部総務課
　　TEL：0896-24-3736　　E-mail：kazumasa-i@ja-uma.or.jp
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
冬
が
終
わ
る
と
や
っ
て
来
ま
す

②
羊
や
ア
ル
パ
カ
の
毛
の
こ
と

③
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
下
処
理
の
際
に
取

る
物

⑤
掃
き
掃
除
を
す
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑥
欲
し
か
っ
た
商
品
が
│
│
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
…
…
残
念

⑧
瞬
間
│
│
の
蛇
口
か
ら
熱
湯
を
く
ん
だ

⑪
契
約
書
や
伝
票
に
押
し
ま
す

⑫
ハ
ト
の
形
を
し
た
笛

⑬
輪
│
│
、
消
し
│
│
、
│
│
手
袋

⑮
物
の
重
さ
の
こ
と

⑯
選
挙
の
立
候
補
者
が
肩
か
ら
掛
け
ま
す

⑲
木
が
た
く
さ
ん
生
い
茂
っ
て
い
る
所

⑳
患
者
を
診
察
す
る
人

①
ビ
ニ
ー
ル
̶
̶
の
中
で
作
物
を
育
て
た

④
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ポ
ー
ン

⑦
口
紅
を
片
仮
名
言
葉
で
い
う
と

⑨
メ
ロ
ン
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
こ
の
仲
間

⑩
ハ
ワ
イ
の
代
表
的
な
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
が
見
え
ま
す

⑬
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
の
こ

と
⑭
臭
い
た
め
嫌
わ
れ
や
す
い
昆
虫

⑰
国
語
、
数
学
、
│
│
、
社
会

⑱
ウ
ナ
ギ
の
内
臓
を
使
っ
て
作
る
汁
物

㉑
菜
の
花
の
咲
く
頃
に
降
る
│
│
梅
雨

㉒
土
俵
の
上
で
戦
い
ま
す

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
４
月
24
日
（
金
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募68通）
チョコレート

2月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

4月号
クロスワード解答
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１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

第11回理事会 令和2年2月28日（金）令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

指定居宅介護支援事業所運営規程の変更に
ついて
購買未収金利息・購買貸越利息の引き上げにつ
いて
理事に対する貸出案件の承認について
令和2年度における信用供与等の最高限度額
について
監事への情報受付窓口設置要領の廃止および
ＪＡ内ヘルプライン設置・運営要領の改正につ
いて
JA愛媛ヘルプライン手続要領の改正について
身元保証規程の一部変更について
令和2年度機構改革（案）について
出資減口申込の承認について

第1号議案

第2号議案

第3号議案
第4号議案

第5号議案

第6号議案
第7号議案
第8号議案
第9号議案

会員募集中
事前相談受付中

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつ
でも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご
相談下さい。

プリエール通信

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

新しく皆様をお手伝いさせて頂く
職員をご紹介いたします。

　この度、皆様の大切な御葬儀をお手伝いさせて頂くスタッフ
がプリエールに新たに加わりました。
　これから共に、より良い御葬儀だったと想って頂けるよう、
日々励み努めさせて頂きますのでよろしくお願い致します。

　皆様のご希望に沿っ
た御葬儀になるよう、
まごころを込めて務め
させていただきます。
　よろしくお願いいた
します。

南 　諭
みなみ さとし
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止

と
な
り
、
皆
様
と
お
会
い
す

る
機
会
が
減
り
と
て
も
寂
し

い
ば
か
り
で
す
・
・
・
。
だ
ん
だ
ん
と
暖

か
く
な
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
始
め
ま
し

た
。
広
報
誌
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
９
人
の
新
規
採
用
職
員
が
入

組
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
う
ま
の
新
し
い
仲
間

を
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
‼

「まちがいさがし」答え ： 2 …………枝切りばさみの模様が違う　　4 …………時計が2時から3時に変わっている　　7 ………汗をかいている
　　　　　　　　　　    9 …………茂みの量が違う　　12 …………犬のしっぽの向きが違う

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

初
句
会
変
ら
ぬ
席
に
顔
揃
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

生
姜
湯
や
夕
日
を
受
け
し
山
見
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

私
に
は
私
の
予
定
新
暦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

令
和
の
御
代
い
や
栄
え
あ
れ
初
御
空
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

一
月
の
予
定
書
き
込
む
カ
レ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

早
春
の
か
ほ
り
届
く
や
宮
の
森
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

季
節
乱
れ
花
咲
く
地
球
懸
念
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

遺
影
と
の
日
々
の
語
ら
い
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

春
う
ら
ら
散
歩
の
足
と
め
戯
れ
る
小
鳥
の
ま
ね
し
て
ピ
ピ
ッ
と
鳴
く

石
村
　
幸
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
花
と
寝
転
ぶ
川
の
土
手
思
ひ
出
し
て
る
少
年
時
代

小
田
　
慶
喜

逝
き
し
父
偲
び
空
へ
と
手
を
合
は
せ
思
ひ
出
ば
か
り
た
ど
る
ふ
る
さ
と

小
田
　
和
子

少
女
か
ら
九
十
二
才
す
る
成
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
ス
ミ
子

離
脱
し
た
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
何
処
へ
行
く
　
　
　
　
　
髙
津
　
　
勝

花
粉
症
か
何
か
と
涙
も
ろ
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
孝
子

夕
暮
れ
が
無
性
に
寂
し
一
人
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
ハ
ル
子

新
ウ
イ
ル
ス
で
マ
ス
ク
探
し
て
西
東
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
多
恵
子

待
ち
合
せ
短
い
首
が
長
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
久
美
子

死
ん
だ
振
り
こ
れ
も
一
つ
の
処
世
術
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
了

息
子
や
さ
し
く
嫁
の
気
配
り
あ
り
が
た
い
　
　
　
　
　
　
中
田
　
葉
子

二
度
と
な
い
人
生
ま
っ
す
ぐ
に
真
直
ぐ
に
　
　
　
　
　
　
飛
鷹
　
幸
子

潰
さ
れ
る
前
に
ポ
ト
リ
と
虫
の
知
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
眞
佐
美

友
人
と
の
対
話
貴
重
な
価
値
を
生
む
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
千
恵

か
れ
す
す
き
風
と
遊
ぶ
も
あ
と
少
し
　
　
　
　
　
　
　
　
続
宗
　
照
子

☆
産
直
市
へ
行
く
と
、
変
わ
っ
た
パ
ン
が

売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。前
々
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
買
い
ま

し
た
。ラ
ウ
ン
ド
食
パ
ン
と
い
う
名
前

の
パ
ン
で
し
た
。と
て
も
軟
ら
か
い
パ
ン

で
し
た
。食
べ
て
み
る
と
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。ま
た
買
お
う
と
思
い
ま

す
。

（
Ａ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】
い
つ
も
産
直
市
を
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
度
、
産

直
市
へ
行
っ
た
と
き
に
見
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
‼
ど
ん
な
パ
ン
な
の
か
気
に

な
り
ま
す
・
・
・
。

☆
２
月
号
の
表
紙
も
、
超
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
で

す
！

　
私
も
た
く
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

里
芋
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
宇
摩
地
区
の
栽
培
を
増
や
さ
な
い
と
、

西
条
地
区
が
一
気
に
増
加
予
感
。

　
う
ま
特
産
を
守
り
た
い
で
す
ね
。伊
予

美
人
頑
張
れ
！

（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
可
愛
ら
し
い
姉
妹
が
表
紙
を
彩
っ

て
く
れ
ま
し
た
♡
う
ま
の
特
産
品
「
伊
予

美
人
」‼

　
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、広
報
活
動
頑
張
り
ま

す
‼

☆
コ
ン
サ
ー
ト
大
好
き
。八
代
亜
紀
さ
ん

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。南
こ
う
せ
つ
さ

ん
、
残
念
な
が
ら
当
選
し
ま
せ
ん
で
し

た
。次
回
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｆ
さ
ん
）

【
編
】迫
力
と
美
声
、
圧
巻
で
し
た
。是
非
、

ま
た
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

ん
。大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。助
産
師
さ
ん
、
忙
し
く
な
る
と

い
い
で
す
ね
。私
の
願
い
で
す
。

（
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
）

【
編
】
助
産
師
さ
ん
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
岡
本
さ
ん
。

明
る
く
笑
顔
が
素
敵
な
岡
本
さ
ん
な
ら
、

き
っ
と
妊
婦
さ
ん
を
一
番
に
考
え
ら
れ

る
素
敵
な
助
産
師
さ
ん
に
な
る
と
思
い

ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
輝
く
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
☆

☆
３
歳
の
孫
が
、ト
ラ
ク
タ
ー
が
大
好
き

で
す
。家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

近
所
の
ま
で
観
察
し
て
い
ま
す
。は
や
く

大
き
く
な
っ
て
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て

お
米
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
）

【
編
】
未
来
の
農
業
男
子
‼
将
来
が
楽
し

み
で
す
ね
。

☆
最
近
、県
外
の
こ
ん
に
ゃ
く
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
り
ま
し

た
。四
国
中
央
市
と
い
え
ば「
一
柳
」の
こ

ん
に
ゃ
く
な
の
で
、
今
後
は
一
柳
の
こ
ん

に
ゃ
く
を
使
っ
て
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

【【
編
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼
美
味

し
い
レ
シ
ピ
が
出
来
た
ら
、
ご
報
告
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
♪

☆
年
末
に
大
人
９
人
、
子
供（
孫
）９
人
、

納
屋
で
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。そ
の

後
、畑
で
に
ん
じ
ん
・
大
根
・
か
ぶ
・
白
菜
・

じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
て
、２
歳
〜
１１
歳

ま
で
の
孫
た
ち
も
、
い
っ
ぱ
い
取
っ
て
ば

あ
ば
達
を
こ
ま
ら
せ
て
い
ま
し
た
。背
丈

ほ
ど
あ
る
大
根
を
何
本
も
・
・
・「
お
野

菜
〜
〜
‼
」と
言
い
な
が
ら
。

（
Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
）

【
編
】お
孫
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
も
、
楽
し

い
一
日
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か☆
い
つ
の
間
に
か
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
そ
れ
に
の
っ
て
、
自
分
用
の

高
め
の
チ
ョ
コ
に
手
を
出
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
）

【
編
】
バ
レ
ン
タ
イ
ン
が
近
づ
く
と
、
お

店
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
一
色
に
。美
味
し
そ

う
な
チ
ョ
コ
が
並
ん
で
、
つ
い
食
べ
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。た
ま
に
は
、自
分
へ

の
ご
褒
美
に
・
・
・

☆
受
験
生
の
祖
母
で
す
。真
面
目
に
コ
ツ

コ
ツ
や
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
に
か
志
望

校
に
合
格
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。応
援

す
る
し
か
な
い
ば
あ
ば
で
す
。

（
エ
イ
ト
さ
ん
）

【
編
】
お
孫
さ
ん
の
努
力
は
き
っ
と
報
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
‼
が
ん
ば
れ
受
験

生
！

☆
年
老
い
て
忘
れ
る
こ
と
の
多
か
り
き
。

息
子
は
手
術
で
声
が
で
ま
せ
ん
。筆
談
で

２
人
で
料
理
の
作
り
方
等
を
相
談
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
）

【
編
】息
子
さ
ん
と
の
お
料
理
、
何
を
作
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
是
非
、料
理
教
え
て
く
だ
さ
い
‼

☆
は
ば
た
け
未
来
へ
の
岡
本
彩
愛
ち
ゃ

15
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4 月の予定 ※3月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 長津支店

年金 土居中央支店

昭和の日

年金 寒川支店

年金 金生支店

年金 豊岡支店

「自然の大切さ」「食の大切さ」を伝えます

年 年 相 （午 午）

「自然の大切さ」「食の大切さ」を伝えます

JAうま あぐりスクール 2020年度 第7期 受講生募集JAうま あぐりスクール 2020年度 第7期 受講生募集

問い合わせ JAうま総合企画部ふれあい課
四国中央市中之庄町1684-4　℡ 0896-24-3827

実施期間 2020年5月～2020年10月

受講場所 四国中央市内（JAうま施設またはJAうま管内の畑等）

受 講 料 3,000円（全講座・1家族）
ただし、別途料金として、下記の費用が必要となります。
・茶摘み体験…1家族につき1,500円
　　　　　　　※1家族5名まで

対 象 者 JAうま管内にお住いの小学生およびその保護者

募集定員 10家族（先着順）

お申込み 受講申込書をJAうま総合企画部ふれあい課
または、JAうま各支店に提出してください。

申込〆切 2020年4月17日（金）

主　　催 うま農業協同組合

JAうま  あぐりスクール  第7期　受講申込書

5月 里芋「伊予美人」植付け、産直市の野菜でピザ作り　

7月 茶摘みと茶葉作り、コンニャク作り

8月 お米収穫

10月 里芋「伊予美人」収穫と試食、イチゴ苗植付け

７期生体験予定メニュー ※変更となる場合があります。

※提供して頂いた個人情報は、あぐりスクールの活動以外の目的では利用せず、第三者への提供も行いません。


